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ボンニュートラルに向け、既存事業の着実な強化と新領域
への投資を進めてまいります。

電気事業が今後大きく変化していく中にあっても、経営理
念である「新たな発想と行動力で、未来を切り開く」、「挑
戦とスピード」をもって、既存事業の更なる基盤強化を図
るとともに、将来に向けた脱炭素事業を一層強化し、着実
な成長を実現すべく邁進してまいります。　
ステークホルダーの皆さまには、引き続き格別のご理解と
ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

イーレックスは、「再生可能エネルギーのリーディングカン
パニーとして脱炭素社会の実現に向けて貢献する」という
企業理念のもと、着実に事業を展開してまいりました。
毎日の生活や産業にとって、必要不可欠なエネルギーであ
る電力事業を、燃料事業、発電事業、トレーディング事業、
電力小売事業の�事業を一体化させ、再生可能エネルギー
を基軸に脱炭素社会への成長を目指しております。

近年、電力事業を取り巻く環境は大きく変化致しました。
政府が掲げる「����年カーボンニュートラルに伴うグリー
ン成長戦略」、温室効果ガスの削減目標の大幅な引き上
げ、脱炭素社会の加速、歴史的な資源価格の急騰等に伴
い、エネルギー事業は大きな変化に直面しております。
他方で、����年２月以降のロシアのウクライナ侵攻によ
り、深刻な人道危機が生じているばかりでなく、世界的に
社会経済を取り巻く環境が激変し、資源価格の高騰や、物
流の混乱が深刻化するなど、厳しい状況にあります。
このような激変する事業環境のもと、当社グループは「燃
料事業、発電事業、トレーディング事業、電力小売事業の�
事業を一体化し、各事業が補完し合ってバリューチェーン
全体を安定化させるとともに、リスクの分散化により成長
を遂げております。
加えて、外部環境の変化への対応力を磨き続け、資源の再
配分や、部門横断の業務課題へのスピーディな対応など
仕事の進め方を改革し、経営基盤を強化し着実な利益成
長を実現すべく邁進してまいります。

脱炭素社会の実現は大きな社会的課題であり、地球温暖
化問題への対応は経営上の重要課題と認識しております。
脱炭素とエネルギーの安定供給の両立を基軸に「脱炭素
に向けた新たなイノベーションを起こす」をとした新たな
中期経営計画をスタートさせました。
信頼され責任あるエネルギー事業者として、����年カー 代表取締役社長　本名　均 さらに新規事業を続々展開

イーレックスグループでは、燃料調達から発電、トレーディング、小売りまでの�
事業を一体化させることで、安定的な利益の確保とリスクの分散をさせ、再生可
能エネルギー事業の普及・拡大を国内外で積極的に推進しています。
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自社の発電所向け燃料とともに、他社にも燃料を販売するなど「事業者＋商社」の機能を持ち合わせた
高い調達力を有しています。

自然環境保護や持続的なバイオマス燃料の活用に向けて、発電事業者としては日本初となる
GGL認証※を取得。その他にもサプライチェーンの管理などをカバーする各種認証を取得しています。
※Green Gold Label：持続可能なバイオエネルギーの製造、加工、輸送、最終利用までを網羅し、独自の 追跡・記録を担保する認証。

現地サプライヤー、商社、海運会社などのパートナーとの連携により、強固なサプライチェーンを確立しています。

Our Business �つの事業をコアに脱炭素社会の実現に貢献

小売事業
環境価値と経済性を両立した電力メニューを全国のお客さまに提供

発電事業
日本国内で�基・合計出力約���MW*の
バイオマス発電所を運営  *計画も含む

燃料事業

バイオマス発電のリーディングカンパニーとして、全国各
地に多様な販売代理店を有し、地域に密着した販売ネッ
ワークを確立しています。

実質再生可能エネルギー���%（CO²排出量ゼロ）となる
「CO²フリープラン」を販売。より環境に配慮したプランを

拡充し、環境負荷の少ないエネルギーの普及、実現に貢献
しています。

各事業の詳細はこちらをご覧ください

エバーグリーン・マーケティング株式会社をはじめ、さまざまな特色を持ったグループ企業を通じて
全国のお客様に電気を供給しています。

グローバルな調達で良質なバイオマス燃料の安定供給とコスト低減を実現
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トレーディング事業
豊富な知識と経験を活かし
市況変動の影響を低減

原油価格の高騰や燃料コストの上昇などの外部環境の激変
に対しても、豊富な知識と経験を生かした幅広いトレーディ
ング力でコストの低減を図っています。

CO²排出権取引を始めとした環境価値の取引や創出を通し
て脱炭素社会の実現に貢献します。

����年、高知県の土佐発電所の運転開始から発電事業をスタート以来、現在、�基の発電所を運転、
�基の建設を計画しています。

バイオマス発電は、カーボンニュートラルにより環境にやさしく、また電力の安定供給を維持できる
信頼性・安定性の高いベースロード電源として、脱炭素社会の実現に貢献します。

インドネシア、当社パートナー企業プランテーション

※FIT制度（固定価格買取制度）とは、バイオマス等のエネルギー源を用いて発電された電気を、国が定める価格で一定期間電気事業者が買い取ることを義務付ける制度



Our Evolution 「挑む文化」をもって事業領域を拡大

石炭火力のバイオマス転換事業
脱炭素社会実現に向けた新たな取り組みとして
既存石炭火力発電所のトランジション事業を推進

次世代のクリーンエネルギー、日本初の水素専焼発電所の実証運転

発電設備概要

����年�月

���㎡

水素専焼エンジン（ドイツ製）

���kW（約��世帯分）

���N㎥/h

施工

敷地面積

発電方式

発電出力

��％発電効率

水素消費量

事業概要

新潟県北蒲原郡聖籠町建設予定地

���MW(世界最大級)設備出力

超々臨界圧再熱方式発電方式

約�,���GWh想定年間発電量

約���万t/年※燃料使用量

年間���万t相当CO²削減量

約��万㎡事業区域面積

世界最大級のNon-FIT大型バイオマス発電所を建設

世界最大級のNon-FIT大型バイオマス発電所により、脱炭素社会の実現に寄与します。

再エネ賦課金という国民負担のない、FIT制度（固定価格買取制度）から自立した日本初の大型バイオマス発電所です。

����年�月山梨県富士吉田市にて運転を開始しました。

完成予想図

各事業の詳細はこちらをご覧ください

大型バイオマス発電所

水素発電実証プロジェクト

石炭火力の
混焼・専焼化ロードマップ

�������� ���� （年）

順次専焼へ切り替え

（MW）

今後到来する水素社会に向け、水素の製造から発電、
電力小売への活用に向けた課題の抽出、そして、解決
を目指します。

Hydrogen Technology社独自の技術により製造され
た安全で安価な水素を用いて発電、さらなるコスト
ダウンを通じて事業拡大を目指します。

※発熱量�,���kcal/kg換算

当社独自の安価なバイオマス燃料を石炭火力発電所で混焼・専焼することにより、CO²削減に貢献します。

既存の発電所を活用することで、経済合理性の追求と供給力の維持を両立したトランジションが可能となります。

バイオマス混焼はアンモニア混焼と比較しても発電コストを安価に抑えられます。



Our Globalization 「挑む文化」をもって事業領域を拡大

ベトナム・カンボジアを始めとしたアジア諸国において再エネ事業を推進していきます。

強靭な再生可能エネルギーの構築に向け、多様なバイオマス燃料開発を推進していきます。

地産地消の再エネ事業を推進することで、その国のエネルギー自給率を向上させ、CO²の削減、
更には雇用の創出が見込めます。

再エネ事業を通じて開発途上国の経済発展、世界の脱炭素の実現に貢献していきます。

発電事業を通じた開発途上国への産業貢献

ニューソルガム等の多様な新規バイオマス燃料開発を推進

早生かつ低コストで栽培できるニューソルガム等新燃料の開発・生産を進めています。

カンボジア水力発電プロジェクト

大規模な貯水量を有する水力発電であり、�年を通じて安定した発電が可能であるため電気の安定供給に貢献します。

事業概要

��MW

 USD���百万

 カンボジア電力公社

�.�￠/kWh　（��年間）

発電能力

総投資コスト

売電契約先

売電価格

����年（予定）稼働時期

 ��㎢(��億㎥)ダム面積、貯水量

出力��MWの水力発電所建設プロジェクトに出資参画

各事業の詳細はこちらをご覧ください
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�.�GW�.�GW�.�GW�.�GW

�.�GW�.�GW

�.�GW�.�GW

�.�GW�.�GW

TOTAL
�.�GW

TOTAL
�.�GW

➀安定した電力供給
➁脱炭素への貢献
➂雇用貢献
➃国産エネルギーの増加による自給率向上

バイオマス発電に取り組む意義

ニューソルガム等新たに開発した
バイオマス燃料を活用、新設第�弾

ベトナムの既存バイオマス資源を
活用した新設

既設石炭火力への
混焼を加速
(Target��％)

ベトナム国におけるバイオマス発電事業計画

アジア諸国における再エネ事業展開

再生可能エネルギー（太陽光、風力、バイオマス等）の中でもバイオマス発電は天候に左右されないため
安定的な供給力が確保できます。

ベトナム

ビントゥアン省

フーエン省

ロンアン省

タイニン省

ニューソルガムの栽培候補地

多様な燃料開発への投資により、安定的かつ大量の燃料調達を可能にします。

地産地消により、雇用創出や所得向上を促し地元経済の発展に貢献します。

���� ���� ���� ���� ����（年）
�

���

���

���

���

���

約���万tソルガムペレット生産量（万トン／年）

カンボジアのエネルギー問題の解決に寄与するとともに、同国の経済発展に貢献します。

再生可能エネルギー発電量の拡大により、アジアの脱炭素化に貢献します。



ESG Initiatives 事業を通じてサステナブルな社会を目指す

発電所からの排水や廃棄、粉塵などの処理を
徹底し、立地エリアの特性に配慮した環境保
全対策を実施しています。

発電所から生じる燃焼灰を、産廃業者を通じ
て造粒固化し路盤材や土質改良剤として再利
用を行うなど、廃棄物の有効活用を進めてい
ます。

選解任 選解任選解任
会計
監査 監査

報告

報告 指示

報告

指示

監査

監督・指導

会計監査 選解任・監督 監査

監査

連携

連携

株主総会

会計監査人

各部門 関係会社

監査部

代表取締役

経営会議

監査役会取締役会

コーポレート・ガバナンス体制図

当社グループでは、持続的な成長と企業価値向上には国内
外への株主・投資家との対話が必要不可欠であるという認
識のもと、その基盤となる公平な情報開示の徹底および継
続的な対話を積極的に取り組んでおります。
����年度は投資家とのコミュニケーションを強化し、IR面
談を���社と実施しました。

株主・投資家の皆様との対話

当社は、株主、顧客、従業員をはじめとする利害関係者に対して経営責任と説明責任の明確化を図り、企業価値の最大化
によるメリットを提供するため、経営と業務執行における透明性及び健全性の確保並びにコンプライアンスの徹底を進
め、同時に効率的な経営の推進を行うことを基本方針としております。
こうした取組みを進めていく中で、コーポレート・ガバナンスの一層の充実に努めてまいりたいと考えております。

ESGへの取り組みに関する詳細はこちらをご覧ください

バイオマス発電事業を通じて、地域経済への
貢献など価値を提供しています。

学習教材の寄贈など、環境教育の一助となる
活動を継続的に続けています。

定期的な発電所見学会の実施や地域イベント
への参加を積極的に行なっています。

共創・共生の理念のもと地域活性化や教育支援活動などを積極的に推進

社会

ガバナンス

環境対策を重視したバイオマス発電所の運営

環境

多くのステークホルダーやパートナーの方々との業界、国境を超えた共創のもと、����
年ビジョンの達成に挑戦し、脱炭素化および持続可能な社会の実現に貢献します。�

国際社会、地域社会の一員として、国内外の法令や社会規範に従い、かつ高い倫理観を
もって行動し、社会的責任を果たすとともに社会から必要とされる企業を目指します。�

基本的な考え方


